
薬剤学分野の論文が日本薬学会機関誌 Biol. Pharm. Bull.の「Highlighted papers selected by 

Editor-in-Chief」に選定されました 

 

日本薬学会機関誌 Biol. Pharm. Bull. (BPB) に掲載された薬剤学分野の論文が、同機関誌の

「Highlighted papers selected by Editor-in-Chief」及び J-STAGEで紹介する「Featured Article」

に選定されました。 

「Highlighted paper selected by Editor-in-Chief」は、BPB編集委員会において、一般投稿論

文を対象に、独創性、科学的貢献度、方法、論文構成、表現等を基準に特に優れた論文と

して選定されるものです。 

本論文の研究は、狙った細胞へ様々な生理活性を有するガス状分子（硫化水素）を送達

する新規ドラッグデリバリーシステム (DDS) 技術の開発に成功したものです。硫化水素は

近年、生体内で多様な生理作用を有することが示され、炎症性疾患などの酸化ストレスが

病態に関与する疾患治療への応用が期待されていますが、ガス状分子で不安定であるため、

狙った細胞への送達は困難な状況にありました。研究グループは、糖修飾された高分子薬

物担体に硫化水素放出機能を搭載することで、肝臓内の特定の細胞で選択的に硫化水素を

放出する高分子型プロドラッグの開発に成功しました。 
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